
平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅰ-1-
01

Ⅰ-1-
02

大気汚染環
境基準達成
度の公表

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る

大気汚染の防止

大気汚染環境基準達成度（二
酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊
粒子状物質）の公表
光化学オキシダント環境基準
達成状況の公表

環境基準達成度 100％
光化学オキシダント環境基準達
成状況の公表

生活環境課

Ⅰ-1-03

一般地域に
おける騒音
調査及び測
定（一般地
域騒音環境
基準達成
度）

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る。

騒音・振動・悪臭の防止
一般地域における騒音調査及
び測定

一般地域騒音環境基準につい
て、市内11地点の騒音を調査測
定し、状況を公表する。環境基
準達成率90%以上。

生活環境課

Ⅰ-1-04

道路交通騒
音調査及び
測定（道路
騒音環境基
準達成度）

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る

騒音・振動・悪臭の防止
道路騒音の常時監視における
騒音調査を実施する。

環境基準達成率100% 生活環境課

Ⅰ-1-05

新幹線鉄道
騒音調査及
び測定（新
幹線鉄道騒
音環境基準
達成度）

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る

騒音・振動・悪臭の防止
新幹線鉄道の騒音について調
査、測定を実施。

平成23年度より環境基準達成度
の向上

生活環境課

Ⅰ-1-
06

Ⅰ-1-
08

地域鉄道の
利用促進

さわやかな
空気と静け
さ確保する

公共交通機関である地域
鉄道の利用促進を図り、
自家用車の使用の削減さ
せます。

上田電鉄別所線としなの鉄道
の利用者が増加するよう施策
を検討し、利用啓発活動を行
う。

上田電鉄別所線利用者 目標
1,200,000人

交通政策課

Ⅰ-1-07
循環バス運
行施策

さわやかな
空気と静け
さ確保する

公共交通機関であるバス
の利用促進を図り、自家
用車の使用を軽減させま
す。

「上田市循環バス」と「オレ
ンジバス」の利用者が増加す
るよう施策を検討し、利用啓
発活動を行う。

循環バス等利用者 目標55,000
人

交通政策課

Ⅰ-1-09
まちなかレ
ンタサイク
ル事業

さわやかな
空気と静け
さを確保す
る

自転車を貸し出し、自動
車に頼らない市街地移動
を推進する

上田駅周辺の放置自転車を整
備して貸し出す。
貸し出し可能自転車：常時１
５台

利用者数：３，５００人 都市計画課

環境基本計画基本目標

環 境 保 全 項 目

安全で健康に暮らせるまち

さわやかな空気と静けさを確保する



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

1-1
レンタサイ
クル推進事
業

自動車から
レンタサイ
クルに乗り
換え二酸化
炭素を減量
する。

レンタサイクル利用でエ
コな観光施設巡りを体験
し、環境負荷軽減を目指
す。

ゆきむら夢工房を拠点に、レ
ンタサイクルで観光施設を巡
る。

レンタサイクルの利用目標
平成２８年度 延べ９５０台

真田産業観光
課

1-1
丸子文化会
館施設管理
運営事業

良好な環境
と循環の仕
組みに支え
られたまち

各種事業時、車両乗り合
わせによる参加の呼びか
けを実施します。＜事業
周知時における呼びかけ
＞

事業における呼びかけチラシ
による啓発

駐車台数の削減
丸子地域教育
事務所

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅰ-2-01

公共下水道
事業・農業
集落排水事
業

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

公共下水道事業・農業集
落排水事業を推進する

・公共下水道計画区域内の未
整備箇所を解消し普及率の向
上を目指す

・下水道未整備箇所の解消 7
箇所解消

下水道課

Ⅰ-2-02
下水道の普
及促進

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

公共下水道事業、農業集
落排水事業等を推進しま
す

・取付管立会い時の啓発（随
時）
・戸別訪問の実施（通年）
・下水道未接続者に対する啓
発文書発送

水洗化率
・平成28年度末の下水道水洗化
（利用）率を91.0%に向上させ
る
確認申請件数
・620件を目標とする。

サービス課

Ⅰ-2-03

合併処理浄
化槽設置整
備事業（合
併処理浄化
槽設置整備
事業実施基
数）

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

水質汚濁の低減 申請に対する補助金の交付
合併処理浄化槽設置整備事業で
の新設22基

生活環境課

Ⅰ-2-04

河川水質調
査及び検査
（主要河川
BOD環境基準
値達成度）

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

水質汚濁の低減

市内河川の調査地点につい
て、河川の状況を把握するた
め水質調査を実施する。ま
た、結果を環境レポート等で
公表する。

主要河川のBOD環境基準値達成
度100％（年間平均）

生活環境課

Ⅰ-2-05

地下水水質
調査及び検
査（地下水
環境基準達
成度）

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

地下水汚染の防止

市内の地下水（井戸水）につ
いて、硝酸性窒素及び亜硝酸
性窒素を含む水質検査を実施
する。

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の
基準値達成。

生活環境課

環境基本計画基本目標 安全で健康に暮らせるまち

環 境 保 全 項 目 さわやかな空気と静けさを確保する

環境基本計画基本目標 安全で健康に暮らせるまち

環 境 保 全 項 目 きれいな水と安全な土壌を確保する



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅰ-2-06

地下水水質
調査及び検
査（地下水
質低沸点有
機塩素系化
学物質の基
準値達成
度）

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

地下汚染水の防止

市内12地点の地下水（井戸
水）について、年一回低沸点
有機塩素系化学物質（ﾄﾘｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸ
ﾛﾛｴﾀﾝ）を含む項目を調査。

低沸点有機塩素系化学物質（ﾄﾘ
ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ）の環境基準値の達
成。

生活環境課

1-2
合併処理浄
化槽設置整
備事業

きれいな水
と安全な土
壌を確保す
る

公共下水道・農業集落排
水の整備区域外におい
て、合併処理浄化槽の設
置を促進する。

申請に対する補助金の交付
合併処理浄化槽設置整備事業で
の設置２基

丸子市民サー
ビス課

1-2
排水設備の
普及促進

きれいな水
と安全な土
壌

下水道の早期接続
・下水道の早期接続の電話・
戸別訪問
・郵送による普及促進活動

・新規接続戸数 ６５ 戸
・水洗化率 ９０．０ ％

丸子・武石上
下水道課

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅰ-3-01

ダイオキシ
ン類の環境
汚染調査
（ダイオキ
シン類環境
基準達成
率）

有害科学物
質による汚
染を未然に
防止する

有害科学物質による汚染
の防止

年一回、一般環境大気5ヵ
所、河川2ヵ所、土壌3ヵ所等
について調査。

環境基準値達成。 生活環境課

Ⅰ-3-02
鉛給水管布
設替え

有害化学物
質による汚
染を未然に
防止する

鉛給水管の解消

鉛給水管布設替
計画修繕対応 24 件
故障修繕対応 0 件

計 24 件

鉛給水管布設替個所数 14件 上水道課

環 境 保 全 項 目 きれいな水と安全な土壌を確保する

環 境 保 全 項 目 有害化学物質による汚染を未然に防止する

環境基本計画基本目標 安全で健康に暮らせるまち

環境基本計画基本目標 安全で健康に暮らせるまち



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅱ-1-01 造林事業
森や里山を
守り・親し
む

森林の育成・保全を図る
○森林の多面的機能や公益性
を維持するため、継続的な間
伐等の整備を行う。

○県森林税等利用した（切捨）
間伐150haの実施

森林整備課

Ⅱ-1-02
樹種転換事
業

森や里山を
守り・親し
む

樹種転換により、松林の
保全を図る。

○アカマツ林を全て伐採し広
葉樹に植え替えることによ
り、松くい虫被害の拡大を抑
制を図る。

○被害木6.5haの樹種転換の実
施

森林整備課

Ⅱ-1-03
松くい虫防
除対策事業

森や里山を
守り・親し
む

松くい虫被害を防除し、
健全な松林を育てる

○松くい虫被害の拡大を抑制
するため、被害木の被害木の
全量伐倒駆除の実施

○被害木4,100㎥の伐倒薬剤処
理

森林整備課

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅱ-2-01

農業用用水
路の多自然
型水路整備
箇所

水辺環境を
守り・親し
む

農業用用水路において、
環境に配慮した工法を推
進します。

地元への啓発活動
地元からの要望を受け、順次整
備を図る

土地改良課

Ⅱ-2-02
多自然河川
整備状況

水辺環境を
守り・親し
む

ホタル水路の環境整備を
図るとともに、啓発活動
に努める。

地元との協働により、市役所
ロビーにおいて、啓発ポス
ターを掲示。

ホタル水路に係る啓発活動 土地改良課

Ⅱ-2-02
多自然型河
川整備

自然の保
全・活用

水環境の保全

・現在のところ、具体的な整
備予定箇所はないが、地域等
の要請があれば、予算化によ
り実施する。

・河川事業の工法検討時に、地
元要望や自然環境に特に配慮す
る必要があると判断される場合
には、多自然型工法により河川
整備を行う。

土木課

Ⅱ-2-03
河川愛護活
動（河川愛
護団体数）

水辺環境を
守り、親し
む

持続可能な水環境の保全 河川愛護活動の実施
河川愛護活動を実施した団体数
52団体

生活環境課

Ⅱ-2-04
水生生物調
査及び支援

水辺環境を
守り、親し
む

持続可能な水環境の保全 水生生物調査及び支援 13ヵ所で実施。 生活環境課

Ⅱ-2
水環境保全
事業

水環境の保
全

水環境の保全に関する意
識の啓発を図る。

・水道週間イベント開催補助
・うえだ環境フェア出展

上下水道事業を紹介し水環境保
全のための啓発活動を行う。

経営管理課

2-2
多自然型水
路整備

自然・生き
物・人が共
生するまち

農業用用水路において環
境に配慮した工法を推進
します。

多自然型水路を1箇所整備す
る。

実績数値による。 丸子建設課

環境基本計画基本目標 自然・生き物・人が共生するまち

環 境 保 全 項 目 水辺環境を守り・親しむ

環境基本計画基本目標 自然・生き物・人が共生するまち

環 境 保 全 項 目 森や里山を守り・親しむ



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅱ-3-01
認定農業者
（担い手）
の確保

農環境を守
り・親しむ

担い手の確保により農地
の保全・活用を図る。

担い手農家となる認定農業者
の更新と、新規認定の促進

認定農業者数合計
２８年度目標 合計２３５経営
体

農政課

Ⅱ-3-02
荒廃農地の
再活用

農環境を守
り・親しむ

農地の保全・活用を図
る。

農地の再生利用の促進
補助金交付により再生が実施さ
れる面積
２８年度目標 ２．０ha

農政課

Ⅱ-3-03

担い手への
農地の利用
集積による
優良農地の
確保

農環境を守
り・親しむ

農地の保全・活用を図
る。

担い手農家への農地の利用集
積の促進

農用地流動化促進奨励金対象面
積
２８年度目標 80ha

農政課

Ⅱ-3-04
農業法人(担
い手）の確
保

農環境を守
り・親しむ

担い手となる農業法人の
確保により農地の保全・
活用を図る。

新たな法人の設立への支援
集落営農組織の法人化の検討
２件

農政課

2-3

担い手への
農地の利用
集積による
優良農地の
確保

農地の保
全・活用

農地の保全・活用を図
る。

担い手農家への農地の利用集
積の促進

農用地流動化促進奨励金対象面
積
27年度末 10.7ha
→28年度目標 10ha

真田産業観光
課

2-3
多面的機能
支払制度

農地の有す
る緑地機
能、環境機
能の保全を
図る

水路、農道等を含め、農
地を農地として維持する
ことにより発揮される、
国土の保全、水源涵養、
景観形成等の多面的機能
を支える活動組織を支援
する

平成26年度からスタートした
多面的機能支払制度の活動組
織の設立のサポートを行い、
地域資源の多面的機能が適切
に発揮されるよう、バック
アップする

希望する団体に対し説明会を行
い、1つの組織を立ち上げる。

真田建設課

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅲ-1-
01

Ⅲ-1-
02

Ⅲ-1-
03

生ごみ堆肥
化事業

循環型社会
の形成に努
める

循環型社会の形成に努め
る

１ 生ごみ堆肥化モデル事業
２ ごみ減量化機器購入費補
助事業
３ 乾燥生ごみと野菜等との
交換事業「やさいまる」

１ 乾燥生ごみによる堆肥化の
実証実験の実施 やさいまる事
業…ポイント交換数200回
２ ごみ減量化機器利用者の増
加 補助台数720台
３ １人当たりのごみ排出量の
減少

廃棄物対策課

Ⅲ-1-
04

Ⅴ-2-
03

市民協働に
よる環境に
やさしい地
域の創造

循環型社会
の形成に努
める・環境
にやさしい
人をはぐく
む

資源循環型社会の形成に
向けた意識の高揚

１ エコ・ハウスの運営
２ ごみ減量アドバイザーの
活動

１ エコ・ハウス来館者数
2,000人以上
２ 新たなごみ減量アドバイ
ザーの委嘱、研修及び実地等に
よる人材育成

廃棄物対策課

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 循環型社会の形成に努める

環境基本計画基本目標 自然・生き物・人が共生するまち

環 境 保 全 項 目 農環境を守り・親しむ



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅲ-1-
01

Ⅲ-1-
02

Ⅲ-1-
03

生ごみ堆肥
化事業

循環型社会
の形成に努
める

循環型社会の形成に努め
る

１ 生ごみ堆肥化モデル事業
２ ごみ減量化機器購入費補
助事業
３ 乾燥生ごみと野菜等との
交換事業「やさいまる」

１ 乾燥生ごみによる堆肥化の
実証実験の実施 やさいまる事
業…ポイント交換数200回
２ ごみ減量化機器利用者の増
加 補助台数720台
３ １人当たりのごみ排出量の
減少

廃棄物対策課

Ⅲ-1-
04

Ⅴ-2-
03

市民協働に
よる環境に
やさしい地
域の創造

循環型社会
の形成に努
める・環境
にやさしい
人をはぐく
む

資源循環型社会の形成に
向けた意識の高揚

１ エコ・ハウスの運営
２ ごみ減量アドバイザーの
活動

１ エコ・ハウス来館者数
2,000人以上
２ 新たなごみ減量アドバイ
ザーの委嘱、研修及び実地等に
よる人材育成

廃棄物対策課

3-1
丸子地域消
費生活展の
開催

循環型社会
の形成に努
める。環境
にやさしい
地域をはぐ
くむ。

各種団体と協力して、廃
棄物の減量と資源再利用
の促進に努める。

丸子地域消費生活展の開催
（委託）
１１月 開催予定

来場者予定数 600人
アンケートによる来場者満足度
80％以上

丸子市民サー
ビス課

3-1
ごみ減量化
機器等購入
費補助事業

循環型社会
の形成に努
める

ごみ減量化機器等に関す
る補助や情報提供を進め
る。

ごみ減量化機器等の購入に対
する補助金交付

補助金交付件数 129件
（前年度比５％増）

丸子市民サー
ビス課

3-1

給食計画及
び献立作成/
物資の購入/
給食の調理
及び配送

循環型社会
の形成/農環
境を守り・
親しむ/地球
温暖化防止
活動の推進

①地産地消の推進、②給
食残渣の再利用

地産地消の推進
給食残渣の再利用

地産地消の推進 地元産食材使
用割合 45％
給食残渣の再利用 継続実施

丸子学校給食
センター

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅲ-2-01

上田市関係
機関からの
温室効果ガ
ス総排出量
の削減

地球温暖化
防止活動を
推進する

エコオフィスうえだの推
進

・「第三次上田市役所地球温
暖化防止実行計画」の推進を
図る。
・長野県に「温室効果ガス排
出抑制計画」を提出し、推進
を図る。

市の事務事業の遂行に伴い排出
される温室効果ガスの総排出量
を、第三次の目標年度である平
成29年度までに平成23年度を基
準として、1.0%削減。

生活環境課

Ⅲ-2-02

公共施設・
公共用地等
を利用した
再生可能エ
ネルギー活
用事業の検
討

地球温暖化
防止活動を
推進する

公共施設の地球温暖化対
策の推進

公共施設・公共用地等を利用
した再生可能エネルギー活用
事業の検討

全庁的な取組体制により、公共
施設・公共用地等を利用した再
生可能エネルギー活用事業の検
討を進める。

生活環境課

Ⅲ-2-04

太陽光発
電、太陽熱
利用普及促
進補助

地球温暖化
防止活動を
推進する

自然エネルギー・省エネ
ルギーの普及

太陽光発電、太陽熱利用普及
促進補助

（１）太陽光発電システム設置
費補助 300件
（２）太陽熱高度利用システム
設置費補助 10件

生活環境課

環 境 保 全 項 目 循環型社会の形成に努める

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 地球温暖化防止活動を推進する



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅲ-2-07
環境家計簿
の配布

地球温暖化
防止活動を
推進する

家庭版ISOの普及を推進す
る

・広報等へ募集掲載
・環境家計簿の配布・回収・
評価

うえだエコ隊参加（環境家計簿
回収）家庭数 5世帯

生活環境課

Ⅲ-2-08

うえだ環境
フェア（消
費生活展）
の開催

地球温暖化
防止活動を
推進する

市民の環境配慮行動の推
進

うえだ環境フェアの開催
10月15日（土）

①来場者数 1,000人
②アンケートによる来場者満足
度 90％以上

生活環境課

Ⅲ-2-
09

Ⅴ-1-
01

国際規格審
査登録助成
事業

地球温暖化
防止活動を
推進する、
環境にやさ
しい人をは
ぐくむ

ISO14000S等の国際規格を
導入する事業者に対する
補助金の交付

補助制度によりISO14000S等
の国際規格の取得を支援

事業所を訪問し、助成制度につ
いて説明する。（５件）

商工課

Ⅲ-2-10
LED防犯灯設
置費補助

地球温暖化
防止活動を
推進する

自然エネルギー・省エネ
ルギーの普及

LED防犯灯の新設補助 新設 209基 生活環境課

3-2

集中管理者
のガソリン
及び軽油の
使用量の削
減

二酸化炭素
の排出を抑
制し地球温
暖化の防止

上田市の環境目標「地域
資源を活かし地球にやさ
しいまち」を実現するた
め、ガソリン及び軽油の
使用量の削減を目指しま
す。

集中管理車11台のガソリン及
び軽油の使用量の削減

平成27年度実績の3.0％減（ガ
ソリン4,166ℓ、軽油5,807ℓ）

丸子地域振興
課

3-2
消費電力量
の削減

地球温暖化
防止のため
の温室効果
ガス排出の
削減を図る

上田市の環境目標「地域
資源を活かし地球にやさ
しいまち」を実現するた
め、温室効果ガス排出削
減を進めます。

庁舎の電力消費量削減
前年度実績の1.5％減（316,296
ｋｗｈ）

丸子地域振興
課

3-2

丸子地域自
治センター
関連施設の
可燃ごみ削
減

地球温暖化
防止のため
の温室効果
ガス排出の
削減を図る

上田市の環境目標「地域
資源を活かし地球にやさ
しいまち」を実現するた
め、温室効果ガス排出削
減を進めます。

丸子地域自治センター関連施
設の可燃ごみ削減

前年度実績の0.5％減
（28,457kg）

丸子地域振興
課

3-2
グリーン購
入の実施

地域資源を
活かし地球
にやさしい
まちづくり
を行う

上田市の環境目標「地域
資源を活かし地球にやさ
しいまち」を実現するた
め、グリーン購入率を高
めます。

物品調達におけるグリーン購
入の推進

物品調達におけるグリーン購入
率を72％以上とする

丸子地域振興
課

3-2

新エネル
ギー活用施
設（太陽光
発電・太陽
熱利用施
設）施設補
助事業

地球温暖化
防止活動を
推進する

新エネルギー・省エネル
ギーに関する補助や情報
提供を進める。

新エネルギー活用施設に対す
る補助金交付

補助金交付件数の維持
（平成27年度水準を維持）

丸子市民サー
ビス課

3-2

市民サービ
ス課所有車
の燃料使用
の抑制

市民サービ
ス課におけ
る地球温暖
化防止活動
の推進

地域資源を活かし地球に
やさしいまちづくり

市民サービス課 環境・廃棄
物担当が所有する庁用車のガ
ソリン、軽油使用量の削減

・ｶﾞｿﾘﾝ(所有車両2台分）の使
用量削減…過去2カ年の平均値
964㍑を目標値とする。
・軽油車(2台分）使用を、昨年
度から１％削減 目標値2,404
㍑

丸子市民サー
ビス課

3-2
環境保全事
業

地球温暖化
防止活動を
推進する。

ISO14001などの事業者に
対する環境マネジメント
システムに関して情報を
提供し事業者を支援す
る。

工業3団体への説明会の実施
団体会員への取得支援の情報
を年2回以上情報提供する。

1社以上の取得を目指す。
丸子産業観光
課

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 地球温暖化防止活動を推進する



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

3-2
移動図書館
車の運行

地球資源を
活かし地球
にやさしい
まち

あおぞら号の利用冊数の
向上を図る。

移動図書館車の運行
（丸子・武石地域、年間約
150日運行）

貸出冊数 21,000 冊 丸子図書館

3-2
エコオフィ
スうえだ

環境にやさ
しい製品等
の購入の推
進

グリーン購入の推進

物品等の購入についてエコ
マーク、グリーンマーク、省
エネマークなどの環境ラベル
リング商品を優先的に購入す
る。

購入物品の60％以上をグリーン
購入とする。

武石市民サー
ビス課

3-2
省エネに努
めるエコ事
業所

職員、指導員及び通所利
用者の環境負荷の軽減に
向けた意識の変革

施設内の環境整備に努め、節
電、節水、燃料の削減
に努める。

ガソリン ﾄｰﾀﾙ４,５００㍑
月平均３８０㍑
軽 油 ﾄｰﾀﾙ２,５００㍑
月平均２１０㍑
石 油 ﾄｰﾀﾙ４,０００㍑
月平均３３３㍑
電 気 ﾄｰﾀﾙ２０,０００Ｋ
ｗ 月平均１,６６６Ｋｗ
水 道 ﾄｰﾀﾙ ４５０ｍ３
月平均 ３８ｍ３

社会就労セン
ター武石事業
所

3-2
エコオフィ
スうえだ

環境にやさ
しい製品等
の購入の推
進

グリーン購入の推進

物品等の購入についてエコ
マーク、グリーンマーク、省
エネマークなどの環境ラベル
リング商品を優先的に購入す
る。

購入物品の50％以上をグリーン
購入とする。

武石健康セン
ター

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅲ-3-01
雨水貯留槽
補助

地域資源を
有効利用す
る

雨水貯留施設に関する補
助や情報提供を進める

雨水貯留施設設置費補助 32件 生活環境課

3-3
雨水貯留施
設設置補助
事業

地域資源を
有効利用す
る

雨水貯留施設に関する補
助や情報提供を進める。

雨水貯留施設に対する補助金
交付

補助金交付件数 5件
丸子市民サー
ビス課

3-3 漏水調査
水資源の有
効活用

有収率の向上
漏水調査
地区別漏水の委託調査
重点地区の漏水調査

本年度有収率70％台を維持する
丸子・武石上
下水道課

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち

環 境 保 全 項 目 地球温暖化防止活動を推進する

環 境 保 全 項 目 地域資源を有効利用する

環境基本計画基本目標 地域資源を活かし地球にやさしいまち



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅳ-1-01
文化財の保
存・整備

歴史・文化
を将来に引
き継ぐ

史跡・歴史・文化的遺産
の調査と保護

指定文化財の保存・整備に努
めるとともに、指定文化財の
増加に努める。

文化財の指定及び登録有形文化
財の登録を3件以上

文化振興課

Ⅳ-1-02
文化芸術振
興事業

歴史・文化
を将来に引
き継ぐ

市民の環境に対する意識
の啓発

文化芸術振興事業に関するチ
ラシ・パンフレット等印刷物
に環境に対する啓発の文言を
加える。

チラシ・パンフレット等印刷物
に啓発文言の記載
チラシ・パンフレット等の印刷
物に、古紙・大豆インク使用の
マークを記載

文化振興課

Ⅳ-1-03

指定文化財
デジタル
アーカイブ
化

歴史・文化
を将来に引
き継ぐ

指定文化財に関するアナログ
データのデジタル化

上田市文化財マップへのデータ
追加

文化振興課

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅳ-2-02
街路樹植樹
事業

緑あふれる
まちをつく
る

街路樹の植樹延長を増や
し、まちに潤いとやすら
ぎをもたらす

市道櫓下泉平線整備に伴う街
路樹植樹

市道櫓下泉平線植栽工事の発注
及び施工
街路樹の整備が望まれる路線立
上げの検討

都市計画課

Ⅳ-2-03
景観形成事
業

緑あふれる
まちをつく
る

生垣設置の補助を行い、
緑化の推進を図る

・広報うえだ、行政チャンネ
ル等でのＰＲ
・補助件数１５件（予定）

・補助金を出した生垣の延長
（本年度延長150ｍ）

都市計画課

Ⅳ-2-04

花と緑のま
ちづくり推
進事業の実
施（１）

緑あふれる
まちをつく
る

緑化の推進

・花の種銀行 口座開設者数
920人以上 ①
・種から育てる花づくり講習
会の開催3回 ②③④

・花の種銀行会員数（延べ口座
開設者 919人）
・花づくり講習会 開催回数
年間3回

公園緑地課

Ⅳ-2-05

花と緑のま
ちづくり推
進事業の実
施（２）

緑あふれる
まちをつく
る

緑化の推進
・花苗配布 130,000本 ①
②

・地域自治会等に配布する花苗
本数（130,000本）

公園緑地課

Ⅳ-2-06

緑地の保全
（染屋台グ
リーンベル
ト保全事
業）

緑あふれる
まちをつく
る

緑地の保全
里山整備ボランティア 年5
回

市街地近郊の貴重な自然環境を
形成している染屋台グリーンベ
ルトを環境保全（地球温暖化防
止、ヒートアイランド現象の緩
和）の面から積極的に保全をす
る必要があることから、上記事
業を実施し、市民の理解を深め
る。

公園緑地課

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 緑あふれるまちをつくる

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 歴史・文化を未来に引き継ぐ



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅳ-2
公園施設の
整備

緑あふれる
まちをつく
る

公園の整備を促進する。

・上田城跡公園バリアフリー
化工事 園路舗装 L=140m
・公園施設長寿命化修繕事業
1公園

・上田城跡公園バリアフリー化
工事 園路舗装 L=140m
・公園施設長寿命化修繕事業
1公園以上

公園緑地課

Ⅳ-2
公園施設長
寿命化対策
支援事業

ライフサイ
クルコスト
の縮減

都市公園のストックマネ
ジメント

公園施設改築・更新 Ｎ＝1
公園

対象公園数 39公園 公園緑地課

4-2
花いっぱい
運動参加者
の増加

緑あふれる
まちをつく
る

住民参加により地域内の
道路沿線等の緑化を図る

１住民参加のための施策検討
２住民参加による緑化
３住民環境啓発

新規団体受付、植栽場所検討
住民による花苗植栽 3,000人
コンクールへの参加
球根植栽団体
講習会への参加

丸子建設課

4-2
住民参加に
よる花壇管
理

緑あふれる
まちをつく
る

市民が丸子ベルパーク内
の花壇を管理すること
で、市民主導による地域
内の緑化推進を浸透させ
る。

1 ボランティアによる花壇管
理

ボランティア参加者 150人 丸子建設課

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅳ-3-01
景観形成事
業

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

景観づくり協定の締結を
推進し、優れた街なみの
形成を図る

自主的なルールづくりに向け
た機運の高まってきた地区に
対して、協定締結に向け、指
導・助言をする。

認定数（１） 都市計画課

Ⅳ-3-03
景観形成事
業

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

市民・事業者に対する景
観づくりの意識啓発

景観ウォッチングの実施
景観ウォッチングの実施（２
回）

都市計画課

Ⅳ-3-04
無電柱化事
業

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

道路の無電柱化を推進
し、周辺環境との調和を
図る

市道新参町線の無電柱化工法
の検討
県街路事業２路線の電線類地
中化工事への支援

無電柱化に向けた電線管理者と
の協議開始
県街路事業への負担金による支
援の継続

都市計画課

Ⅳ-3-05
景観形成事
業

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

景観づくり市民団体等の
認定

景観づくり市民団体及びアダ
プトシステム協定締結団体等
の検討

景観づくり市民団体数、及びア
ダプトシステム協定箇所数（各
１）

都市計画課

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 調和のとれた美しい景観を保つ

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 緑あふれるまちをつくる



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅳ-3-06
ごみゼロ運
動の参加人
数

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

地域美化活動の推進
ごみゼロ運動の実施（県下一
斉で年一回）

参加人数 10,000人 生活環境課

4-3

上田市ポイ
捨ての防止
等に関する
条例に基づ
く環境美化
活動の推進

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

ポイ捨て等防止条例に基
づき環境美化活動を推進
する。

環境美化監視員によるパト
ロール

パトロール回数 4班 月3回
延べ144回
不法投棄ごみの量 前年度比
3％削減(5,210㎏）

丸子市民サー
ビス課

4-3
犬猫の糞尿
害対策

調和のとれ
た美しい景
観を保つ

犬猫の糞尿害に対する対
策を推進する。

犬猫の正しい飼育方法の周知
自治会による周知や看板設置
の協力依頼（随時）

苦情件数 10件以下
丸子市民サー
ビス課

4-3
道路建設工
事（歩道設
置）

人にやさし
いまちづく
り

歩道設置を推進します

・繰越事業 歩道新設
L=50ｍ

10月完成予定
・歩道新設
（今年度の事業は菅平振興施
設建設事業に辺地債があてら
れるため、実施はない。）

・早期発注に努め、環境に配慮
しつつ安全に工事を施工する。

真田建設課

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅲ-2-
09

Ⅴ-1-
01

国際規格審
査登録助成
事業

地球温暖化
防止活動を
推進する、
環境にやさ
しい人をは
ぐくむ

ISO14000S等の国際規格を
導入する事業者に対する
補助金の交付

補助制度によりISO14000S等
の国際規格の取得を支援

事業所を訪問し、助成制度につ
いて説明する。（５件）

商工課

Ⅴ-1-04
学童農園事
業

環境にやさ
しい人を育
む

学校での環境教育・環境
学習活動を推進します

・児童による田植えは、協力
者、地方事務所の指導による
手植え。
・夏場はあぜ等の草取りを中
心に田の管理を行う。
・収穫は手刈りで行い、はぜ
にかけ天日乾燥する。
・脱穀、わらまき等も児童が
主となって行う。
・収穫祭に協力者を招き、全
員で収穫を祝う。

・上田地域小学校（１６校）の
５年生 1,136 人

学校教育課

5-1
わがまち魅
力アップ応
援事業

地域全体の
環境保全に
対する意識
の高揚

上田市の環境目標「自
然・生き物・人が共生す
るまち」を実現するた
め、自治会や市民団体が
行う環境保全活動等を支
援・協力します。

わがまち魅力アップ応援事業
の実施

実施団体目標 ６団体
丸子地域振興
課

5-1

丸子地域自
治センター
だよりの発
行

地域全体の
環境保全に
対する意識
の高揚

上田市の環境目標「環境
を思いやる人があふれる
まち」を実現するため、
自治センターだよりに環
境保全に関する情報を掲
載し啓発を行います。

丸子地域自治センターだより
の発行

※環境保全に関する情報を
掲載する。

各号に環境情報を掲載（計6
回）

丸子地域振興
課

5-1
環境負荷低
減の啓発事
業

環境教育の
推進

啓発活動を通じて環境保
全の理解を深める。

・６月の環境月間に、展示
コーナーに環境関係の本とパ
ネル(環境保全協会から借用)
を展示し、市民に啓発する。
・11月頃本のリサイクル市を
行い、除籍になった本の有効
利用を図る。

・分野ごとに展示するなど見易
さ、借り易さの工夫をする。
・リサイクル図書の入れ替えを
行ない本の活用を図る。

丸子図書館

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環 境 保 全 項 目 環境にやさしい人をはぐくむ

環境基本計画基本目標 歴史や調和を大切にするまち

環 境 保 全 項 目 調和のとれた美しい景観を保つ



平成28年度 環境目的及び目的一覧表

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

Ⅴ-2-01

うえだ環境
市民会議主
催の駅前清
掃の支援

環境にやさ
しい地域を
はぐくむ

うえだ環境市民会議を開
催し、市民、事業者、行
政とのパートナーシップ
により環境改善活動を推
進する。

うえだ環境市民会議主催の駅
前清掃の支援

駅前清掃の支援3回 生活環境課

5-2
環境に関す
る隣保館事
業の実施

環境にやさ
しい人をは
ぐくむ。

住民の環境に対する意識
の高揚を図る。

①隣保館事業参加者に省エネ
等エコ生活への呼びかけを
し、イベントを通じ市民への
環境啓発を図る。
②隣保館事業「花を楽しむ
会」で館周辺の花壇の花植え
と寄植えを行う。市主催コン
ク－ルに応募する。
③エコ料理教室を開催する。

①隣保館事業の開催数 95 回
②参加者数 25人
③教室参加者数 10人

丸子市民サー
ビス課

環境基
本計画

事務事業名 環境目的 環境目標 今年度の事業 今年度の目標 担当課

環 境 保 全 項 目 環境活動を発信する

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち

環 境 保 全 項 目 環境にやさしい地域をはぐくむ

環境基本計画基本目標 環境を思いやる人があふれるまち


